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論文内容の要旨

円板族の有限分岐被覆の位相型は置換モノドロミーφ とプレイドモノドロミー σ のペア(φ ， σ)で、条件φ ・ σ=φ

を満たすもので定まる。また、 Hilden也I[ontesinos の定理より任意の 3 次元コンパクト向き付け可能多様体は、ノッ

トで分岐し、すべての分岐点におけるモノドロミーが互換であるような 3 次元球面の 3 次分岐被覆として表される。

3 次元球面を 2 次元多重円板の boundary と同一視し、ノットをプレイドとみなし、コーンをとることによって位相

的な円板族の 3 次元分岐被覆が得られる。

このように、任意の 3 次元コンパクト向き付け可能多様体は n 次元自由群 Fn から 3 次対称群への表現φで、 Fn の

生成元のφによる像がすべて互換となるものと、 n 次プレイド群の元 σ で条件φ ・ σ=φ を満たすべア(φ ， σ)により

構成される。このようにして構成した 3 次元多様体については、 Zariski-van Kampen の定理と

Reidemeister-Schreier の方法を用いてその基本群が計算できる。

このようなφ については、 3 つの標準形が存在し、条件φ ・ σ=φを満たすプレイド σ は n 次プレイド群の有限指

数部分群となる。これをイソトロピ一部分群とよんで、記号 I(φ)で表す。

3 つの標準形のうち、 2 種のモノドロミーについては、 Birman-Wajnryb により I(φ)の生成元が定められていた。

そこで残る 1 つの標準形のモノドロミーφ に対して、 I(φ)の生成元を定めたことが本論文の主定理である。

また、 3 次元多様体の基本群を計算するにあたり、円板の分岐被覆を位相的に表す図(これをリーマン図とよぶ)

を紹介している。そして、標準形のモノドロミーとここで与えたI(φ)の生成元を用いて、 3 次元多様体を具体的に構

成し、その基本群をリーマン図を用いて、 Reidemeister-Schreier の方法を援用した基本群の計算方法を実例をもと

に示している。

論文審査の結果の要旨

サークルとデスクの積空間の 3 次分岐被覆を、その中の、プレイドとみなしうるリンクで分岐するように作るとき、
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与えられたモノドロミーに対し、プレイドはある条件を充たさねばならないが、そのようなプレイド全体は群になる。

Birman-Wajnryb は 2 種の標準形のモノドロミーに対し、その群の生成元を与えている。高井真希さんの学位論文は

もう一つ残ったモノドロミーの標準形に対し、その群の生成元を与えた。

このような分岐被覆の境界に適当なソリッドトーラスを貼り付けると、 Hiden-Montesinos の定理「任意の三次元

可付号閉多様体が三次元球面上のノットにそって分岐する 3 次分岐被覆として得られる J により、任意の三次元可付

号閉多様体が得られる。その基本群をこの構成に基づいて、 Reidemeister-Schreier の方法を援用して計算できる。

高井真希さんの学位論文では、この方法に基づいて基本群の計算例を与えている。

高井真希さんの学位論文は、博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと認める。
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